
 ルクセンブルク経済・金融情勢（２０２０年１２月とりまとめ） 

 

２０２０年１２月のルクセンブルク経済・金融情勢について、各種報道をとりまとめたとこ

ろ、次のとおり。 

 

１ 統計関連 

● ２０２０年１２月のインフレ率は年率０．５６％（前月０.４２％）（１月８日付統計局

プレスリリース） 

● ２０２０年１１月の失業率は６．３％（前月６．３％，前年同月５．４％）、２０２０年

１２月の失業率は６．４％（前年同月５．４％）（１月２０日付統計局及び職業安定所プレス

リリース） 

 

●ＳＴＡＴＥＣによれば、当国居住者はパンデミックにより、インターネットの活動がより活

発になっている。ロックダウン前と比較して、３８％の人が多くの写真や動画をソーシャルメ

ディアに投稿し、６０％の人がより多くの必需品をオンラインで購入し、５１％の人がより多

くテイクアウトの食事を注文した。（１２月９日付当地報道機関ＲＴＬ） 

●ＳＴＡＴＥＣは、パンデミック下における死亡率の推移へ関心の高まりを受けて、異例の年

内中間報告を発表した。２０２０年１月から１０月までの死亡率について、例年に比べて有意

に高くはなっておらず、死亡者の平均年齢も女性が８０歳、男性が７４歳と例年とほぼ同じで

ある。当国における新型コロナウイルスによる死亡者の多くが１１月と１２月に記録されてい

ることから、２０２０年全体の死亡率は例年より高くなると予想されている。（１２月２３日

付当地報道機関ＲＴＬ） 

●ルクセンブルク医学生協会（ＡＬＥＭ）の調査によると、当国外に留学している医学生の

内、３分の１が当国で就職活動を行っていないことが明らかになった。住人１万人当たりの医

師数が２．９人となっているなど、長年にわたり、当国での医療従事者数は不足している。高

等教育情報資料センター(Cedies)によれば、約１０００人の当国人が医学を学んでいるが、近

隣諸国の労働条件の改善や当国に大学付属病院がないこと、ルクセンブルク大学における医学

士号を取るための教育課程の内少なくとも１年間は海外で修了しなくてはならないことが理由

として挙げられている。（１２月２８日付当地報道機関ＲＴＬ） 

●ユーロスタットによれば、当国の住宅価格は昨年１年間で、ＥＵ内で一番著しく上昇したと

いう。２０１９年第３四半期と２０２０年１年間を比較すると、当国の住宅価格は１３．６％

上昇した。ＥＵ全体では、平均５．２％の上昇となった。（１月１４日付当地報道機関ＲＴ

Ｌ） 

●ユーロスタットによれば、２０１０年と比較して、２０２０年第３四半期の当国の住宅価格

は、９０．５％上昇したが、賃貸価格は１４％の上昇にとどまった。（１月19日付当地報道機

関ＲＴＬ） 

 

 

２ 政府等関連 

●当国とフランスの間における新型コロナウイルス蔓延との闘いに関連して、両国間の課税に

係る協定が２０２１年３月３１日まで延長された。これによって、在宅勤務を行った日数が、

当国の課税対象とすることができる越境労働者の上限日数である２９日の算定に含まれないこ

とが規定された。（１２月７日付財務省プレスリリース）（往電第７６９号） 

●１２月１３日、アンリ大公、バウシュ副首相兼交通・公共事業大臣、ポルファー（Polfer）



ルクセンブルク市長ら関係者が出席し、ルクセンブルク市中心部の４つの新しいトラムの駅の

オープンイベントが実施された。(１２月１４日付政府プレスリリース) 

 

３ 企業関連 

●スタートアップ企業モレキュラー・プラズマ・グループ（MPG）は、新型コロナウイルスに

対抗するため、プラズマ技術によってマスクを自己消毒できる独自技術を開発した。１２月１

６日、ファイヨ経済大臣は、同社との間で、メイド・イン・ルクセンブルクのマスクの開発・

生産のための「Virucidal」プロジェクトへの共同出資に関する合意書に署名した。（１２月

１６日付政府プレスリリース及び１２月１７日付当地報道機関RTL） 

 

 

※当国政府機関の公表資料や各種報道などの公開情報をとりまとめたもの。 

 


